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標準商品の考え方をマルクスの問題に

応用する可能性 について(2)

岡 敏 弘

V亘 マルクスの問題のための価値尺度商品

新た に定義 された 「必要労働」,「剰 余労働」 が,マ ル クス本来 のそれ とちょ

う ど等 しい大 きさになる ような価値尺 度商 品を発見す るため には,第 皿節 では

触れず にお いた,標 準商 品発 見の方法 を振 り返 ってみ る必要 があ る。標準商品

の効果 は,そ れ を価 値尺度に用い ることに よって.(2.ユ1)す な わ ち

プ=R(1一 ω)

とい う関係 を得 ることで あった。 ここでは第H節 の叙述 の順 序 とは逆 に,(2.

11)の 関 係 を得 るた めにはど うすれば よい かとい うことを考 えてい こう。

任意 の産業 ゴの,直 接労働1単 位 当 りの,諸 商品の投 入お よび純産出を表わ

す ヴェク トルをそれ ぞれ 酷 ソ と書 こ う。す なわち

π」=[du/le,α2」/ち,...,α 。ノZゴ],

y」冨[一 αu〃ゴ,一a2;/ら,...,(1一 αガ)〃5,…,一and/切'

で ある。利 潤率rは この産業 では

r=(夢 》ツ'一別)/♪z6」(4・1)

と表 わ され る。 そ こで,こ の産業 の純生産物 ヅ を価値 尺度 にす れば,

r=(1-w)/pu'

とな るが,分 母 は どうして も価格 ρを.含まない式 に単純 化す ることがで きない。

分配(rお よび切 の変化に よって♪が変 わるので,当 然 ρが の大 きさ も変化

す るか らであ る。 これは(4,1)の 分 子 に現 われ る ッ」と分 母に現われ る μ」とが

異 な った構成 を もつ ヴェク トルであ るためであ る。
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単独の産業 では,プ と 〆 とが同 じ構成 を もつ ことは考 えられ ない。 しか し,

あ る種の合成 商品 を生 産す る架空の産栗 を想定す る ことが許 され るな らば,投

入物 と純 産出物 とが同一の合成商品 であるよ うな産業 を考 え ることが可能 にな

る。標準 商品 を生産す る産業 こそまさにその条件 をみたす ものだ ったのであ る。

直接労働1単 位当 りの標準純生産物 を以 前 と同様 ゾ と書 き,そ れ に対応す る

投入物 を が と書 けば,ジ と π*と が比 例 し,し か もその割合がRで あ る(す

なわ ち ッ*=Ru*)と い う事実 によって,(4,1)に 相 当す る式

r=(ρ ツ*一四)/P㍑*

にお いて ッ*を 価値尺度 にす るだけでただちに

r=R(1一 脚)

が得 られ る。す なわ ち標準商品 を生産す る産業 では.(4.1)に 相 当す る式 の分

子 に現われ る(合 成)商 品 と分母 に現 われ る(合 成)商 品が同一 の商 品であ る

た めに.そ れ らの問 の比 は物的 に固定 され てお り,価 格に よ.る評価 に よ?て 影

響 され ない。 それ ゆえに,片 方の ッ*を 価値尺度 とす ることに よって(2.11)

が得 られ る。 そ して,プ と別は どの産業に も共通であ るか ら,こ の特殊 な架空

の産業 について成 立 した(2,11)は,賃 金率 と利 潤率 との関係 と して普遍的 に

妥 当す るのであ る。

さて,以 上 の考 え方 を前節の問題 に適用す るた めに新た に各産業 σ=1,2,…

π)に つ いて

5ブ=(ズ)二yノー∫)4)/pd(4,2)

とい うものを定義 しよ う。ρ;λ つ ま りr=0の と きには

5'=(λ ∫一2u'一2d)/Ad=(1一 ω)/ω=8

とな る。すなわ ち5'は 剰 余価値 率 θを特殊 ケース として含む,.よ り一般的 な量

で ある。7>Oの と きには一般 に ρ手λであ り,た とえ プ を価値尺度 に選 んだ

として も,ッ ノと4と が比例 しないか ら,5ゴ は6に 等 し くな らない。そればか り

で な く δ福よ産業に よって も異 なるg

そ こで,7>0の と きに も5'が θに等 しくなる ような産業 を見つ ける とい う
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問 題 を立ててみ よ う。 これは,(4,2)式 が ρによる評価 によって影響 され ない

産業 を見つけ るとい う,よ り広い問題 に置 き換 えるこ とが でき る.。そ うす る と

これは,(4.1)式 が 価格 ♪による評価 によって影響 され ない産業 を見つ ける と

い う,標 準商品 の問題 とパ ラレル になる。今度 もその ような産業 のみたす べ き

条件は,分 子 に現 われ るヅ と分 母に現われ る4と が比例 しなけれぼ なら な い

とい うこ とである。単一 の産業 でそのよ うな条件 をみたす もの を見出すのはや

は り不可能 であ り,あ る種 の合成商品 を生産す る架空 の産 業を考 え なけれ ば な

らない。 その合成 商品が何 であ るかは もはや明白であ ろう。す なわ ちそれは4

と同 じ構成 を もつ商 品であ る。4と 同 じ構成 をもつ,直 接 労働1単 位 の投入 に

よって生 産され る純生 産物 を ノ と書 こう。プ を純 生産す る産業 におけ る(4.

2)に 相 当す る量 を54と 書 くと,

54=(ρ ツ♂一ρの/カ4

とな るが,〆 と♂が同 じ商品で あるか ら,54は 価 格 による評価 によって影響 を

受けない。そ こで ノ と4を 価値 λで評価 して も34は 変 らない。す なわ ち

56;(λ ツ♂一λの/λ4

となるが,2d=wで あ り,ゾ の定義 によ り λゾ;1で あるか ら,

34=θ1(4・3)

で あ る。 さ らにY'を 価値尺度 とすれ ば,

5d≡(1-w)/"。(4.4)

(4.3)と(4.4)か ら

θ.=(1一 四)/捌

す なわち(3.1)式 で あ る。

この関係は,ッ4を 価値尺 度に選び さえ.すれ ば,こ の特殊 な合成商 品を純生産

す る架空 の産業だ けで な く,あ らゆ る産業 に普遍的 に妥 当す る。 このこ とは,

θと脚が どの産業 に も共通 であるこ とを考 えれば わか るけれ ども,も っと明確

にそれ を証 明 してお こ う。

.ゾ と4と が同 じ構成 をも.つか ら,あ る実数`>0を 用 いて



24(582)第 ユ45巻第5・6号

4=診 ノ

と 書 く こ と が で き る 。 ッ4を 価 値 尺 度 と す る(か ゾ ニ1)と.

ω 章 ρ♂

=P('ツ4)

='

す な わ ち

4=呼(4・5)

と 書 い て よ い 。 ゾ は

ツ・=(1-A)ノ,(4・6)

」〆 三1

を み た す か ら,(1.6)を 用 い て,

ゆ4=ε(1-A)一1(1一 丑)♂

=ユ(4・7)

で あ る 。 ま た

ω=24

で あ る か ら,(4.5),(4.7)よ り

ω=λ(ω ノ)

=ゆ えツ6

=τ σ9

し た が っ て,

θ=(1一 ゆ/ω(3・1)

が 成 り立 つ の で あ る 。

一 方
,(1.3)式 に 右 か ら ッ6を 掛 け,ρ ッ㌔1で あ る こ と を 考 慮 す る と,

1=嘱[∫ 一(1十r)A]一,yd

と な る が,こ れ は 脚 とrと の 間 の 右 下 が り の 関 係 を 表 わ し て い る 。 こ の 関 係 と

(3・ ・)と か ら'・ と ・ と を 結 び?け る こ と が で き る の で あ る ・

ま た(1.2)に 右 か ら 〆 を 掛 け,(4.6)}こ 左 か ら ρ を 掛 け ・ 両 者 哲 ヒ較 す る
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と.

。一(1一 切/ρA♂(4・8)

を 得 る.(3.1)と(4.9)と を比較す る と,利 潤が正 になる条件 と・剰余価値が

正 になる条件 とが同 じ,割 く1(こ の場合は ω<1に 同 じ)で あ るこ とがわか

る。 これはいわゆ るマル クスの基本定理)と 呼ばれ るものの1つ の証 明を与 え

て いる。

標準商 品の考 え方 をマル クスの問題 に適 用す るとした ら,当 の問題 にとって

適 切な価値 尺度商品 を,以 上 の よ うに して見つ け出す必要が ある と思 われ る。

V森 嶋シー トン方程式と 「平均的商品」

A,ミ デ ィオは,標 準商品 と も前節でわれわれが用いた商品 とも異 な る商 品

を価値 尺度 とす ることを提 唱 し,そ の商品がマル クスの 「平均的商品」で ある

と主張 してい る。その商 品 とは.森 嶋通夫 が.利 潤率 と剰余価値率 とを結 びつ

け る,い わゆ る 「森 嶋一 シー トン方程式」 を導 く際 に,価 値 を集計す るた めの

ウ ェイ トと して 用い たヴ ェク トル によ って定義 され る合成商 品 と同 じものであ

る2)。

この合成 商品は,投 入物 と産出物 とが同一の商品であ るよ.うな架空の産業に

よ って生産 され る商 品であ るとい う点 では標準商品 と同様で あるが,今 度 は労

働 者の消費す る商品が生 産手段 と同じ資格 で投入物 に含 まれ る点 が異 な ってい

る。つ ま り今度 は,労 働投入が労働者 の消費 を通 じて通常 の商品 の投 入に還元

され るよ うな体系が想定 され るのであ る。 したが って投 入を表 わす行 列はA+

認 となる。互=A+4`と 置 こう。価格方程式 は今や

♪=(1+・)勘(5・1)

と な る。 これは賃金 後払 の価 格方程式

ρ=(1十r)(pA十 ωの

1)Morishima〔5〕p.53(邦 訳65ペ ー ジ),置 塩 〔7〕第4章 。

2)Morishima〔5〕p.67-71(邦 訳81-86ペ ー ジ)。
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で 型=pdの 関 係 を使 えば,容 易 に導かれ る。(5.1)の 形 か ら.1/(1十 つ が且

の非負固有 値で,ρ がそれ に属す る左 固有 ヴェ ク トルでなけれ ばな らない こと

がわか る。つま り今度は,利 潤率 は自由に動か せる変数 ではな く,Aが 与 えら

れ ると同時 に決.まって しまうので ある。

ミデ ィオ の 「平均 的商品」は この 盆 を用 いて標準 商品 と同 じよ うに して定義

され るが,そ のため には πの 内部構造 を もう少 し調 べてみる必要 があ る。 まず

互 も分解 可能であ るか も しれ ない。その場合は(2.1)式 と同様Aを

慮=艦::::],。,)

と書 くことがで きる(五 、∫,五、、、、 はそれぞれ分解不能 であ るとしよ う)。ん τ

の階数 雇 はA、 、のそれ と同 じか,そ れ よ りも大 ぎい。 なぜ なら.Aに おけ る

非基礎的商 品の中に,労 働者 の消 費に入る もの.つ ま り4に おいて正の値 をと

る成分 があ るか もしれ ないか らである。そ こで1番 目か ら 解'番 目までの商 品

を 「賃金財」,η'+ユ 番 目か らη番 目までの商品 を 「奢侈財」 と呼ぶ ことがで

きるだろ う。価格 ♪ も ρ=[盛,員 、]と 分解す る と,(5.2)に よ り(5.・1)は

画 一(1+・)麺 、、(5・3・)

費、(1+・)(画 、、+ρ,高 …)(5・3b)

と表 わせる。(5.3a)よ り,査 が正 になるためには1/(1+r)がArrの 固 有値

でなければ ならない。互π が分解不能 であ るか ら,そ の非負 固有 値はただ1つ

であ る。 よって,(5.3a)式 だ けで利潤 率は きま って しま う。 つま り奢 侈 財 の

生 産条件は体系 の利 潤率の決定に与 らない ので ある。

さて,(5.3b)か ら

舜1{1一(1十r)Allrr}=(1十7)査AIH

とな るが,こ の右辺 が非 負でかつ0で ない とす ると,釦 もまた正 になるため

には,{1一(1十r)・ ξ」111}r1≧0が 存在 しなければ な ら.ない。Airiiが 分 解 不能

で ある ことを考慮す ると,そ れ はAmrzの 最 大非負 固有値 が1/(1+r)よ りも

小 さ くなければ な らない こ とを意味す る。
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(5.1)の 双 対 をなす方程 式

2=(1十g)π 譲.』(5.4)

をみ たす 診≧0が,森 嶋が ウェイ トに用い る合成 商品 である。(5.4)も(5,3)

と同様

諺」=(1十g)(∠411諺z十A」 π虐■」)(5.5a)

一f77(1十9)∠τ」1πf■11(5.5b)

の よ うに分解 して表わす ことが で きる。 ここで もし 躍、1≧0で あれ ば,11μ π が

分解不能 であ るこ とか ら,(5.5b)よ り 諺」1>0で あ り,ユ/(1+g).がA1、 、、の

.最 大非負 固有値で なければ な らない。(5.5a)よ り

{1一(1+9)五 、、}諺、詰(1+9)π 〃画 」.(5.5・')

であ るが,先 程の考察 によ り,す べての価格 が正 になるた めには ん 、 の最大

固有値がAI川 の それ よ りも大 きくな らなけれ ばな らなか ったか ら,1/(1+g)

が 互」」π の最大固有値だ とす る と,{1一(1+g)Az,}は 非 負逆 行列 を もたず,

」1・>0で あ るか ぎり(5.5a')を み たす非 負の 島 は存在 しない。 したが っ て

2'n=0で な けれ ばな らず,そ の とき(5.5a)よ り,1〆(1+g)はA71の 最 大非

負固有値 であ り(す なわ ちg=r),島 は それ に属 す る正の右側固有 ヴェク トル

であ る。 つま り森 嶋の 「ウェイ ト」 は

譲=[諺1,0]',fτ>0

.とい う形 をしてい る。

これ を使 って 「森嶋 一 シー トン方程式 」

r=eV/C十7(5.6)

を導 くことが できる(た だ し,Cは 集 計 され た 「不変資本」,γ は集計 さ れ た

「可変資本」 であ り,そ れ ぞれC=λ1鋤,V=1dlzと 定 義 され る)。(5.6)は

次 の よ うに して導かれ る。 まず剰余価値率 θの定義 か ら,

(1十 θ)2d=工

で あるか ら,(1.5)よ り,

λ=2A十(1十 θ)え4♂



28(586)第 ユ45巻第5・6号

を 得 る 。 これ に 右 か ら £ を か け て

λf;λA諺 十(1十 θ)え4Z診。(5・7)

他 方(5,4)に 左 か ら λ を か け てA=A+認 を 考 慮 す る と,

λ訟=(1十9)(λAj}十 え4'諺)。.(5・8)

(5,7),(5.8)よ り

9(λA適 十edit)=θ λ4♂露

と な る が,C,γ の 定 義 と,g=rと を 考 慮 す れ ば,(5.6)を 得 る 。
コ コ 　

「森 嶋一 シー トン方程式」の意義 は,マ ル クスが.現 実 の社会的 総生 産物 に

つい て(な い しは社会的総資本 につ いて)主 張 した関係 と同 じ形の ものの成 立
コ ロ ロ 　 サ コ

を保証す る点 にあ る。 ただ し,(5.6)式 は.現 実 の.で は な くて架空 のウ ェイ

トに よって集 計 された量 について成 り立 つのみでは ある。 それ で もこの式が マ

ル クスの問題 に とって意 味が あると言 えるのは,fも θも現実 の値 であ って.

rと θとの間に成 り立 つ この関係 その ものは現実 の ものだか らであ る。 それ は,

架空 の標 準産業 を想定す るこ とによって導 かれ た(2,11)式 が 現実 に妥 当 し た

の と同 じである。実際(5,6)も,あ る架空 の産業 を想定す ることに よって,前

節 での手法 と同 じ考 え方 で導 かれ るもの と解 釈す ることがで きるの で ある3}。

今度 の場合,想 定 され る産業は合成商品 譲を生 産す る産 業である。この産業は

盗諺 を投入 して 訟を生産す る。&=A'.&と 書 こう。診の定義(5,4)に よ りだと診

とは同一の(大 きさは異 なるが)合 成商 品である。 それ ゆえ剰 余2一 た もまた,

こ こでの物的資本 だと同一の商品 であ る。 それ ゆえ,剰 余の資本 に対 す る比 で

あ る利 潤率

r=(ρ2-P滝)/ρ β(5・9)

は,価 格 による評価 によ らず物韻 ・確定 してい る。 そ こで個個 で れ 姥 評

価 して も(5.9)は 成 り立つ。す なわち

「=(λ 諺一え渥)/2逐。(5.10)

さ て(5.10)の 分 子 は,剰 余価値 率の定義 に よって θλ4姪 す なわち ¢Vに 等 し

3)1う ∫4,〔5〕p.71(邦 訳86ページ)。
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く,分 母は

λ£=λ盆諺

=λA£ 十λζZJ重

=C十7

で あ る。 したが って(5.10)か ら(5.6)が 得 られ るのであ る。

こうして 訟を生産す る産業 を想定す ることに よって(5.6)が 得 られ るが.こ

こに現 われ るrと8は どの産業 に も妥当す るの で.rと θとの問 の この関係 そ

の ものは架空 の ものでは ない。 この関係は,森 嶋 自身が言 うよ うに.θ が正 で

あ るときにのみrが 正で あ り,か っ,r=eで あ ることを示 してお り,我 々 の

(4.8)式 と同様,マ ル クスの基本定理 の1っ の証 明を与 えるものであ る4)。

、デ 、オ1瓢 がマ・レタスの 「平 均的商品」である とい う解釈 を与 えてい る5)・

この 診がス ラ ッファの標 準商品 に倣 ワて導かれた ものである ことを ミデ ィオは

示 唆 してい るが,標 準商品 との平行性 を十分説 明 してお らず,ま た混乱 も見 ら

れ る。)。そ こで,遣 が 「平均的商 品」 だ と言 える とした らいかな る意 味でそ う

であるのか とい うことを考 えてみ よう。

マル クスにおいては,平 均的商品 とい うのは中位の資本の有機的構成 を もつ

産業で生 産 され る商品の こ とであ った。資本 の構成が中位 より大 きい産業 は,

価 値 どお りの交換 によ って平均利潤 より大 きな利潤 を得 資本 の構成 が中位 よ

り小 さい産業 は,価 値 どお りの交換 によって平均 よ り小 さい利潤 しか得 られ な

い とマル クスは考 えたか ら,中 位構成 の資本 によって生産 され る商 品は マル ク

スに とって,価 値 どお りの交換 で平均利潤 を得 る商品,言 い換 える と価値 と価

格が一致す る商品 とい う意 味を もっていた。 しか し,最 終 的に この商品の価 格

がその価値 に一致 するためには,こ の商 品の生産に投 入 され る諸商品が全体 と

してやは り中位構 成の資本 の下 で生産 され るので なければ ならない。 このよ う

4)1う 泓 〔5〕p.68(邦 訳83ペ ー ジ)。

5)Medio〔3〕p.330-338(邦 訳177-186ペ ー ジ)。

6)そ の た め に佐 藤 〔8〕 に よ る鉢 判 を招 い て い る.
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な条件 を満 たす もの を探 して ミデ ィオ は商品 診に到達 した。 しか し.有 機 的構

成 の不 均等は,そ の技 術的 な根底 に遡れば,生 産手段 に対す る労働 の割合 の不

均等に帰着す る。 したが って上記 の条件は,ス ラッフ ァの挙 げている2つ の条

件 と同 じものに帰着す る。す なわ ち,「(1)『 バ ランスを保つ』.割合 が使用 され

る とい うこ と,(2)同 一 の割合 が産業 の総生 産手段 の一切 の継 続的 な層 に無 限に

くりか えされ る とい うこ と,で あ る。」7)(1)の条 件 ぽ,ス ラッファの場 合には,

分 配が変化す る とき もとの価格 のままで も欠損 も剰 余 も生 じない ような.生 産

手段 に対す る労働の割合 を もっている とい う意 味であるが,ミ デ ィオの文 脈で

は,平 均利潤が成立す る とき価値 どお りに売 られ て も欠損 も剰余 も生 じない よ

うな,生 産手段 に対す る労働 の割合 を もっ とい う意 味になる。

しか しどち らに して も,ス ラッファの言 うよ うに(1)の 条件 は② の条 件に含ま

れ る8)。 したが って ミデ ィオの条件 はス ラ ッフ ァのそれ と同 じものに なる。そ

れ でば ミデ ィナが到達 した商 品が標準 商品でな く譲だ ったのはなぜだ ろうか。

それは,労 働 の投入 が労 働者 の賃 金 ヴェ.ク トル4を 通 じて商品投入に還元 され

てい るか らであ る。 つま り,「 同一の割合 の く りか えし」が 「総生産手段」ば

か りでな く,労 働者 の消費手段 を も含 めた総投入物 の一切の継続的 な層 に現わ

れ なければな らないのであ る。

ス ラ ッフ ァは上記 の条 件を確認 した後,そ れ まで使 ってきた 「生産手段 の価

値 にたいす る労 働の数量 とい う雑種的 な 『割合』 を,そ れ に対応す る同質的 な

数量間の 『純粋 な』 割合 の1っ 」 つま り 「生産手段 に対す る純生産物 の価値比

率 」に よって置 き換 えたが9),こ こ で もそれ にな らって,「 有機 的構成」 を,

投 入物 に対す る剰余生産物の価値比率 によ って置 き換 え,そ の比率が,価 値 で

評価す るか価格 で評価す るか に関 わ りな く物的 に確定 してい るよ うな合成商 品

を もとめれば 斜 こ行 き着 くの であ る。

7)Sraffa〔10〕p.16(邦 訳26-27ペ ー ジ)。

8)1う 姐

g)1扉4.,p.16-17(邦 訳27ペ ー ジ)。
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マ ル クスの 「平均的商 品」 の追求 か ら出発 してfに 至 る道筋 は以 上の よ うに

跡 づけ られ る。その際 求め られ る商 品が,平 均的 な資 本構 成 をもつ商品か ら,

投 入物 に対す る剰 余生 産物 の比 率が評価 ヴェク トル によって左 右 され ない商品

へ ど変換 され てい ることに注意 す る必要 が ある。 マル ク ス 本 来 の 「平 均的商

品」 はそれに要求 され る特 性 を実は具 えてい なか ったか らであ る。 なお ミデ ィ

オは,標 準商 品か らの類推 を推 し進 め,娼 こ 「ニュメレール」 としての役割 を

も与 えてい る1。)。しか しなが ら,ス ラ ッファの場 合は,(2.11)1式 の成 立 にと

って,標 準商 品 をニュメレール とし,そ れで賃金 を測 ることが,そ してそのこ

とだけが必要 であ.つたが,(5.6)の 成立 にとって ニュメレールは どうで もよい。

ミデ ィオが 乏をニュメレール とした ことは,透 の価格がその価 値 に等 しくなる

ように基 準化 した とい う意 味.をもつだけで あって,そ の ことが他 の何 らか の命

題 の成立 に重 要な役割 を果 してい るとい うわけ で もない。類推 には限度が ある

のであ る。

VI結 び一 諸方法の統一的理解

以上,標 準 商品の手 法 をマル クスの問題 に適用す る可能性 を探 ってきた。瀬

地山方程 式(3.1)を 得 るため には,標 準 商品 とは別の商品,す なわ ち賃金商品

ゾ を価値尺度 にす る必要 があ ることを示 した。森 嶋一 シー トン方程 式(5.6)も

労 働 投入 を労働者 消費 を通 じて商品の投 入 に還元 した体系 におい て標準 商品 の

手法 をあ る程 度まで類 推適 用 した もの と解釈す ることが できた。 そ して(3.1)

も(5.6)も 利 潤の存在 のため には搾 取が必要 であるとい うマル クスの基本定理

の1つ の証明 になっていた。その事 実 をある架空 の生 産過程 の中 で見せ て くれ

るのであ る。

標 準商 品 ゾ を価値 尺度 にす ることに よッて

7三R(ユ ー")

が得 られ たが,そ の深 層 には,例 えば産業 ゴについての利 潤 を表わす式

10)Medlo〔3〕p,335-338(邦 訳182-186ペ ー ジ)。
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丁=(ρ ツ'一切/μ 」

の分子 のyと 分母 の か とが,標 準商 品を生産す る産業ではま った く同 じ合成

商品 になる とい う事実が あった。

賃金 ヴ ェク.トル と同 じ構成 を もつ商 品 プ を価値尺度 にす るこ とに よって

e=(1-w)/w

が得 られ たが,そ の深 層には,例 えば産業 ブについての式

3ゴ昌(ρヅーρの/ゑ4

の分 子の ヅ と分 母の ♂ とが,〆 を純 生産す る産業 では まった く同 じ合成商 品

にな るとい う事実があ った。

商品 詑をウ呂イ トに用いて価値 を集計す るこ とによって

r=eV/(σ 十y)

が 得 られたが,そ の深層 には例 えば産業 ゴについての利 潤(賃 金後払)を 表 わ

す式

r=ψ ゴー舜 う/舜'

の分子 の ゴ と分母 の か とが,2を 生産す る産業では まった く同 じ合成商品 に

なる とい う事実 があ った。

ヴェ ク トル ェ,駕,ッ,4,∫,為 をそれ ぞれ

∬=直 接 労働投 入1単 位 に対応 す る,経 済全体の粗産出,

π=〃 生産手段投入,

ツ=〃 純産出.

4=〃 幽 労働者消費

5;〃 資本家取得分.

々:`〃 労 働者 消費 を含めた投 入,

とす る と,こ れ らの間 には

∬一計 ン(6・1)

ツ;4十5(6・2)

ゐ=z4十 ζ～(6・3)
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とい う関係が ある。(6.1)を 満 た しなが らyを 鉱の実 数倍 にすれぽ,標 準商 品

ッ*が 得 られ る。(6.2)を 満 た しなが ら5を4の 実数倍にすれば,プ が得 られ

る。(6,2)を(6.1)に 代入 し,π+4を(6・3)に よ って 創 こ置 き換 えれば,

記=滝 十5

を得 るが,こ れを満た しなが ら5を んの実数倍にすれば,あ が得 られ る。(6.

1)一(6.3)に よ り,上 に定 義 した6つ の ヴェク トルの うち自由 に選 べる もの は

3っ に減 るが,実d'uは,π=.舷 とい う制約 に服す るのであ り,さ ら に♂は

所与 であ るとする と,自 由に選 べ るものは事実上1つ で あ る。 し たが って,

ッ*,ッ4,エ の うち1っ しか得 ることがで きない。だか らた とえば(2.U)と(3.6>

とを 同時 に得 るこ とはで きないのであ って,.目 的 に合 せて適切 な商 品を選ぶ必

要が あるのである。-
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